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I N T R O D U C T I O N

　成田空港が持続的に成長を遂げていくため、「企業
グループとしての健全経営の維持と成長基盤の強化」
「魅力ある職場づくりによる人材の確保」「イノベー
ションの推進による生産性革命」の3つに取り組む。
キャッシュフロー経営などを通じて健全経営を徹底す
るとともに、働き方改革なども推進する。

健全経営の維持と成長への基盤強化
　変化対応力がありチャレンジ意識の高い企業風土
づくり、キャッシュフロー経営の重視など企業グループ
としての健全経営の維持、海外空港案件の推進・国際
協力などを積極的に行う。また、本格的な労働力不足

時代において質の高い人材を持続的に確保するため、
働く場としての成田空港の魅力の向上とともに、周辺
地域からの人材確保、さらに国内の地方や海外からの
人材の活用を目指す。

イノベーションの推進による生産性革命
　AIやロボットなど最先端のデジタル技術を活用し、
省力化・省人化を図るとともに、空港運用における生
産性の向上を図るスマートオペレーションに取り組む。
また、お客様の利便性・快適性の向上を図るスマート
エアポートの取り組みを進めていく。

B滑走路B滑走路
（3500ｍ）（3500ｍ）

C滑走路C滑走路
（3500ｍ）（3500ｍ）

A滑走路A滑走路
（4000ｍ）（4000ｍ）

航空機発着回数

50万回

航空旅客数

7500万人

貨物量

300万トン

時間値

98回

LCC就航割合

50％超

空港内従業員数

7万人

※現時点のイメージであり、具体的な整備計画は今後の需要動向や社会情勢等を踏まえながら今後検討

持続的な成長に向けた空港競争力の強化［戦略方針］ 6

財務目標（2021年度）

連結営業利益 440億円以上

連結ROA 4.5％以上

連結長期債務残高 5,000億円台前半

連結長期債務残高／連結営業キャッシュフロー倍率 7.2倍以下

基盤強化を推進し飛躍的な成長実現へ
　長期経営構想「成田空港が目指す空港像」では、今
中期経営計画期間を飛躍的な成長に向けた基盤強化
を推進する期間と位置付けて、その後の飛躍的な成長
の実現を図る。2030年度ごろをイメージした将来像と
しては、B滑走路延伸やC滑走路の整備を実現し、現
行の2本から、3500ｍ以上の滑走路を3本に増加。加
えて、夜間飛行制限を変更し、運用時間は現行の6：00
〜24：00から5：00〜24：30に延長する。これにより旺
盛な首都圏需要を取り込むことで、発着回数は40万

回程度、航空旅客数は6000万人程度、航空路線は国
際線就航都市数150都市以上、国内線就航都市数35
都市以上の、きめ細やかで多彩なネットワークを構築
する。
　さらに2030年代後半には、発着回数50万回、航空
旅客数7500万人、貨物量300万トンを取り扱う、名実
ともに日本のゲートウェイであり、アジアのリーディン
グエアポートとしての地位を確立するという高い目標の
下、成田空港はこれからもチャレンジを続けていく。

成田空港が目指す空港像【発着回数50万回時イメージ】


